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は
じ
め
に

　

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
五
月
三
一
日
、
塘
沽
停
戦
協
定
が
結
ば
れ
満
洲
事
変
は
終
結
し
た
。
同
協
定
に
よ
り
万
里
の
長
城
以
南

の
河
北
省
北
部
に
非
武
装
中
立
地
帯
が
設
定
さ
れ
る
が
、
華
北
に
あ
る
こ
の
地
域
と
そ
の
周
辺
を
め
ぐ
っ
て
日
中
間
で
は
断
続
的
に

摩
擦
が
続
き
、
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
半
ば
以
降
は
そ
れ
が
顕
著
と
な
っ
た
。
満
洲
国
の
存
否
を
め
ぐ
る
問
題
に
加
え
、
日
本

の
陸
軍
に
よ
る
華
北
地
域
の
分
離
工
作
進
展
と
、
中
国
の
排
日
運
動
高
揚
に
よ
り
日
中
間
は
悪
化
を
た
ど
り
、
中
国
の
幣
制
改
革
問

題
や
、
第
二
次
国
共
合
作
の
成
立
、
満
ソ
国
境
で
の
紛
争
多
発
、
さ
ら
に
は
日
中
各
々
の
不
安
定
な
国
内
情
勢
が
緊
張
に
拍
車
を
か
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け
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
が
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
勃
発
の
背
景
と
し
て
存
在
し
た
。

　

満
州
事
変
終
結
か
ら
日
中
戦
争
勃
発
す
る
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
華
北
分
離
工
作
期
は
そ
の
前
半
の
日
中
関
係
が
比
較
的
平
穏
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
後
半
の
昭
和
一
〇
年
半
ば
以
降
の
後
半
は
よ
り
激
し
い
対
立
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
華
北
分
離
工
作
期
に
お
い
て

は
、
陸
軍
に
よ
る
華
北
分
離
工
作
が
進
捗
す
る
一
方
で
、
日
本
の
大
陸
政
策
は
、
日
満
華
提
携
体
制
の
構
築
が
外
交
指
針
の
一
つ
と

し
て
謳
わ
れ
て
い
た
。
軍
事
、
経
済
に
わ
た
る
排
他
的
な
提
携
関
係
を
日
本
と
満
洲
国
両
国
に
、
中
国
を
加
え
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
か
よ
う
な
日
満
華
提
携
政
策
は
、
政
府
の
対
外
指
針
と
し
て
存
在
し
た
だ
け
で
な
く
、
朝
野
に
お
い
て
勢
い
を
得
た
外
交

論
策
で
あ
っ
た
。

　

本
論
稿
で
は
、
か
か
る
当
時
の
重
要
な
対
外
思
潮
で
あ
っ
た
日
満
華
提
携
論
に
つ
い
て
、
戦
前
期
の
政
党
政
治
家
永
井
柳
太
郎
を

中
心
に
考
察
す
る
。
永
井
は
、
そ
の
政
治
的
生
涯
に
お
い
て
一
貫
し
て
大
陸
問
題
に
関
心
を
抱
き
、
大
陸
政
策
に
つ
い
て
積
極
的
言

論
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。
ま
た
、
幣
原
外
交
期
に
お
い
て
は
外
務
政
務
官
に
任
じ
て
外
交
要
路
に
も
立
ち
、
満
洲
事
変
期
に
は
斎

藤
実
内
閣
の
拓
務
大
臣
と
し
て
対
満
政
策
推
進
の
当
事
者
で
も
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
勃
発
直
前
の
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
発
足
に
あ

た
っ
て
は
、
外
相
候
補
に
も
擬
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
っ
た（

（
（

。

　

永
井
は
満
洲
事
変
勃
発
後
、
日
満
間
に
経
済
・
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
唱
導
し
て
い
た
が
、
華
北
分
離
工
作
期
、

特
に
そ
の
後
半
期
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
中
国
を
加
え
た
日
満
華
提
携
論
を
唱
え
続
け
て
い
た
。
本
研
究
で
は
、
永
井
の
言
説
か
ら

日
満
華
提
携
論
が
い
か
な
る
論
理
と
構
造
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
国
際
関
係
観
を
分
析
究
明
す
る
。
永

井
は
、
後
に
第
一
次
近
衛
内
閣
の
閣
僚
に
あ
っ
て
、
強
硬
な
「
暴
支
膺
懲
」
論
者
と
し
て
日
中
戦
争
を
推
し
進
め
、「
日
満
支
三
国

相
携
ヘ
、
政
治
、
経
済
、
文
化
等
各
般
ニ
亘
リ
互
助
連
環
ノ
関
係
ヲ
樹
立
ス
ル
ヲ
以
テ
根
幹
ト
」
す
る
東
亜
新
秩
序
の
高
唱
者
と

な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
展
開
し
た
日
満
華
提
携
論
に
、
既
に
日
中
戦
争
時
の
か
か
る
対
応
に
至
る
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
著
名
な
雄
弁
家
と
し
て
国
民
的
人
気
も
高
く
、
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
た
昭
和
一
一
年
の
第
一
九
回
総
選
挙
に
は
民
政
党
政
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調
会
長
と
し
て
、
昭
和
一
二
年
の
第
二
〇
回
総
選
挙
に
は
同
党
幹
事
長
と
し
て
二
大
政
党
の
一
方
の
領
袖（

（
（

と
し
て
選
挙
を
指
揮
し
た

永
井
の
言
説
は
、
政
党
政
治
家
と
し
て
当
該
期
の
世
論
に
影
響
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
国
民
意
識
を
濃
厚
に
反
映
し
て
い
る
点
で
も

見
逃
せ
な
い
考
察
対
象
で
あ
る
。

二　

大
陸
政
策
論
―
―
満
洲
事
変
終
結
後
～
日
中
戦
争
勃
発
前

　

最
初
に
、
満
洲
事
変
終
結
以
後
の
永
井
の
大
陸
論
策
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

永
井
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
前
半
期
に
か
け
て
、
操
觚
界
で
活
躍
し
た
後
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
、

以
後
憲
政
会
・
民
政
党
の
代
議
士
と
し
て
活
躍
し
た
。
第
一
次
幣
原
外
交
、
第
二
次
幣
原
外
交
期
に
は
外
務
政
務
官
に
任
じ
、
幣
原

外
交
の
一
翼
を
担
っ
た（

（
（

。
満
洲
事
変
進
捗
最
中
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に
勃
発
し
た
五
・
一
五
事
件
後
、
挙
国
一
致
内
閣
の
斎

藤
実
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
拓
務
大
臣
と
し
て
初
入
閣
し
た
。
そ
の
後
、
民
政
党
政
調
会
長
、
同
幹
事
長
を
歴
任
し
総
裁
候
補
に
擬

さ
れ
る（

（
（

な
ど
同
党
の
領
袖
と
し
て
政
界
に
重
き
を
な
し
、
昭
和
一
二
年
六
月
発
足
の
第
一
次
近
衛
内
閣
樹
立
に
と
も
な
い
逓
信
大
臣

に
就
任
し
、
日
中
戦
争
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
政
党
政
治
家
と
し
て
の
永
井
は
雄
弁
家
と
し
て
知
ら
れ
、
演
説
、
文
筆
と
い
う

言
論
活
動
を
そ
の
政
治
活
動
の
中
心
と
し
て
お
り
、
議
会
の
内
外
に
お
け
る
そ
の
活
躍
は
、
高
い
知
名
度
と
人
気
を
誇
っ
て
い
た
。

　

永
井
は
、
青
年
期
よ
り
対
外
政
策
、
と
り
わ
け
大
陸
問
題
に
つ
い
て
の
論
策
を
活
発
に
展
開
し
て
い
た
。
大
陸
政
策
に
つ
い
て
第

一
次
大
戦
期
に
は
日
中
提
携
論
を
展
開
し（

（
（

、
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
期
に
お
い
て
は
、
中
国
の
「
独
立
自
主
」
尊
重
論
を
主
張
し
、
中
国

民
族
運
動
に
対
す
る
宥
和
外
交
策
を
唱
え
て
い
た（

（
（

。
満
洲
事
変
勃
発
後
は
、
事
変
を
肯
定
す
る
言
動
を
行
い
、
満
洲
国
建
国
後
は
日

本
と
満
洲
国
間
に
経
済
的
提
携
関
係
を
築
く
日
満
ブ
ロ
ッ
ク
論
を
唱
え
、
斎
藤
内
閣
の
拓
務
大
臣
と
し
て
そ
の
政
策（

（
（

を
推
進
し
て
い

た
の
で
あ
っ
た
。
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満
洲
事
変
終
結
後
よ
り
永
井
は
、
東
洋
の
平
和
は
日
、
支
、
満
三
国
提
携
に
俟
つ
と
述
べ（

（
（

、
日
満
両
国
に
加
え
、
満
洲
事
変
に
よ

り
関
係
が
悪
化
し
た
中
国
を
も
加
え
た
提
携
関
係
の
確
立
を
期
し
て
い
た
。
ま
た
、
日
満
両
国
経
済
関
係
強
化
に
つ
い
て
言
及
す
る

際
も
、
日
本
と
満
洲
国
と
が
国
防
、
経
済
、
文
化
上
に
お
い
て
共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
隣
邦
支
那
に
日
本
を
敵
と

し
て
徒
に
抗
争
す
る
愚
を
悟
ら
せ
、
満
洲
国
と
同
様
日
本
と
協
力
し
て
国
防
、
産
業
、
文
化
上
共
存
共
栄
す
る
こ
と
が
賢
明
な
こ
と

を
理
解
さ
せ
、
将
来
日
満
両
国
の
み
な
ら
ず
、
支
那
を
包
囲
し
た
亜
細
亜
大
陸
の
大
富
源
を
基
礎
と
し
た
日
本
、
満
洲
、
支
那
三
ヶ

国
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
建
設
し
て
大
亜
細
亜
の
文
化
建
設
の
た
め
に
新
天
地
を
開
拓
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
非
常
に
重
大
な
意
義

を
生
じ
る
と
述
べ（

（
（

、
日
満
に
中
国
を
加
え
た
経
済
、
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
将
来
に
お
け
る
確
立
を
構
想
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
政
府
が
日
満
に
加
え
中
国
と
の
提
携
を
は
か
る
日
満
華
提
携
策
を
大
陸
政
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
の
は
、
昭
和

八
（
一
九
三
三
）
年
一
〇
月
、
斉
藤
内
閣
時
の
五
相
会
議
対
外
方
針
決
定
の
中
で
「
満
洲
国
ノ
発
達
完
成
ノ
タ
メ
同
国
経
済
統
制
及

ビ
ワ
ガ
國
ト
ノ
経
済
的
調
節
ヲ
計
リ
帝
国
指
導
ノ
下
ニ
日
満
支
三
国
の
提
携
共
助
ヲ
実
現
」
す
る
こ
と
を
も
り
こ
ん
だ（

（1
（

の
が
初
め
て

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
永
井
は
斉
藤
内
閣
の
閣
僚
で
あ
っ
た
が
、
既
に
こ
の
政
府
方
針
の
決
定
に
先
駆
け
て
自
己
の
所
信
と
し
て
日

満
華
提
携
の
必
要
を
述
べ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
政
府
の
対
外
方
針
が
経
済
面
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
の
に
対
し
、
軍
事
面
に

ま
で
踏
み
込
ん
だ
包
括
的
な
提
携
関
係
構
想
を
早
い
段
階
か
ら
抱
懐
し
て
い
た
。

　

た
だ
し
こ
の
よ
う
な
永
井
の
言
説
は
、
あ
く
ま
で
将
来
の
理
想
と
し
て
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
時
期
は
む
し
ろ
中
国
と
の

早
急
な
提
携
は
否
定
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
最
近
、
世
界
各
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
傾
向
に
刺
激
さ
れ
て
、
日
満

支
三
国
の
間
に
新
経
済
関
係
を
結
ぶ
べ
き
と
い
う
論
が
あ
る
が
、
理
想
論
と
し
て
は
誠
に
結
構
だ
が
ま
ず
実
行
し
う
る
も
の
よ
り
実

行
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
満
支
の
経
済
関
係
を
結
ぶ
に
は
、
そ
の
前
途
に
相
当
な
難
関
が
横
た
わ
る
一
方
、
日
満
両
国
は
既

に
日
満
議
定
書
に
よ
っ
て
融
合
不
可
分
の
関
係
に
お
か
れ
、
日
満
両
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
実
現
は
、
相
当
な
困
難
が
あ
っ
た
と
し

て
も
実
行
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
満
洲
事
変
が
も
た
ら
し
た
厳
し
い
日
中
間
の
対
立
と
い
う
現
実
的
事
情
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と
、
当
時
拓
相
と
い
う
対
満
政
策
の
一
部
を
担
う
実
務
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら（

（1
（

も
、
当
面
は
あ
く
ま
で
も
日
満
両
国
関
係
の
経

済
ブ
ロ
ッ
ク
確
立
が
最
優
先
事
項
で
あ
り
、
中
国
と
の
提
携
は
将
来
的
な
も
の
と
い
う
認
識
を
表
明
し
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
と
の
提
携
を
期
し
つ
つ
も
日
満
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
確
立
を
優
先
課
題
と
し
て
い
た
が
、
日
中
関
係
お
よ
び

中
国
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
に
大
き
な
変
容
が
あ
ら
わ
れ
た
昭
和
一
〇
年
の
半
ば
よ
り
、
永
井
の
言
動
に
も
変
化
が
生
じ
始
め
た
。
同

年
五
月
に
起
き
た
天
津
親
日
新
聞
社
長
暗
殺
事
件
や
孫
匪
事
件
を
契
機
と
し
て
日
中
関
係
は
緊
迫
化
し
、
六
月
に
は
駐
屯
し
て
い
た

中
国
軍
・
国
民
党
部
の
河
北
省
か
ら
の
撤
退
な
ど
を
内
容
と
し
た
梅
津
・
何
応
欽
協
定
が
成
立
し
た
。
第
二
次
張
北
事
件
が
六
月
に

起
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
察
哈
爾
省
東
部
満
洲
国
国
境
付
近
よ
り
の
宋
哲
元
軍
の
撤
退
等
を
取
り
決
め
た
土
肥
原
・
秦
徳
純
協
定
が

同
月
成
立
し
た（

（1
（

。
八
月
に
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
人
民
戦
線
政
策
採
択
に
よ
り
、「
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
国
民
に
告
ぐ
る
の
書
」

す
な
わ
ち
「
八
・
一
宣
言
」
が
中
国
共
産
党
か
ら
だ
さ
れ
た（

（1
（

。
中
国
共
産
党
は
国
民
党
に
対
す
る
階
級
闘
争
を
一
時
放
棄
し
て
、
日

本
「
帝
国
主
義
」
に
対
す
る
民
族
闘
争
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
す
る
こ
と
に
な
っ
た（

（1
（

。
一
一
月
に
は
、
財
政
悪
化
、
通
貨
問
題
が

深
刻
で
あ
っ
た
中
国
に
対
し
て
英
国
が
借
款
供
与
、
幣
制
改
革
実
施
支
援
が
発
表
さ
れ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
動
き
に
刺
激
を
受
け
た
陸

軍
は
、
同
月
河
北
省
北
東
部
の
非
武
装
地
帯
を
区
域
と
し　

殷
汝
耕
を
首
班
と
す
る
冀
東
防
共
自
治
委
員
会
（
翌
月
冀
東
防
共
自
治

政
府
と
改
称
）
を
樹
立
し
、
翌
一
二
月
に
は
、
察
哈
爾
省
と
冀
東
政
権
地
域
外
の
河
北
省
、
お
よ
び
北
平
・
天
津
両
特
別
市
を
管
轄

区
域
と
し
、
宗
哲
元
を
首
班
と
す
る
冀
察
政
務
委
員
会
が
北
平
に
発
足
し
た（

（1
（

。

　

右
の
よ
う
な
情
勢
変
化
が
起
こ
る
と
永
井
は
、
将
来
の
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
現
今
の
最
重
要
課
題
と
し
て
日
満
華
提
携
体
制
の

構
築
を
強
く
主
張
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
が
、
満
洲
国
と
の
共
存
共
栄
の
実
を
挙
げ
つ
つ
あ
る
明
白
な
事
情
を
彼

等
支
那
人
に
も
十
分
理
解
せ
し
め
、
満
洲
国
同
様
、
軍
事
同
盟
、
経
済
同
盟
を
締
結
し
、
日
本
と
共
存
共
栄
の
新
関
係
を
組
織
す
る

ほ
か
な
い
こ
と
を
自
覚
せ
し
め
日
本
帝
国
、
満
洲
帝
国
、
中
華
民
国
の
東
洋
の
中
心
に
お
け
る
三
大
国
が
一
大
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
建

設
し
て
共
存
共
栄
の
基
礎
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
我
が
東
洋
政
策
の
大
本
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
日
満
華
三
国
間
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に
お
け
る
、
軍
事
、
経
済
に
わ
た
る
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
確
立
を
日
本
の
外
交
目
標
と
す
る
主
張
を
展
開
し
始
め
た
。
か
よ
う
な
日
満

に
加
え
て
中
国
を
加
え
た
経
済
同
盟
あ
る
い
は
軍
事
を
も
加
え
た
排
他
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
構
築
に
つ
い
て
永
井
は
、「
東
洋
政

策
の
中
軸
と
も
言
ふ
べ
き（

（1
（

」
も
の
で
、「
我
が
對
亞
細
亞
外
交
の
根
本
方
針（

（2
（

」、「
我
が
對
支
外
交
の
大
精
神（

（2
（

」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

「
我
國
に
於
け
る
焦
眉
の
急
務
に
屬
す
る（

（2
（

」
と
断
じ
て
い
た
。

　

ま
た
、
華
北
分
離
工
作
の
結
果
、
冀
東
、
冀
察
政
権
が
樹
立
さ
れ
る
と
、
日
満
支
三
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
建
設
運
動
は
早
晩
こ
の
方
面

へ
進
展
す
る
に
相
違
な
い
が
、
わ
が
国
と
し
て
は
日
満
支
の
三
国
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
は
北
支
の
み
で
な
く
、
全
支
を
抱
擁
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
べ
き
で
あ
る
、
た
と
え
一
時
北
支
と
提
携
し
て
も
、
や
が
て
は
こ
れ
を
全
支
に
及
ぼ
し
、
日
満
支
三
国
の
全
領
域
を
包

含
す
る
大
ブ
ロ
ッ
ク
を
建
設
す
る
の
で
な
け
れ
ば
ア
ジ
ア
大
陸
に
お
け
る
三
国
民
共
存
共
栄
の
基
礎
を
確
立
し
た
と
は
い
え
な
い
と

し
（
（2
（

、
そ
の
対
象
を
華
北
の
一
部
地
域
だ
け
で
な
く
、
全
中
国
を
そ
の
対
象
範
囲
と
み
な
し
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
永
井
は
、
日
本
と
満
洲
国
に
中
国
を
加
え
た
、
経
済
、
軍
事
同
盟
を
内
容
と
す
る
日
満
華
三
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
築

を
大
陸
政
策
の
中
心
課
題
と
し
て
訴
え
る
外
交
論
を
展
開
し
た
。

　

日
本
と
満
洲
国
お
よ
び
中
国
と
の
提
携
は
、
昭
和
八
年
一
〇
月
の
五
相
会
議
以
降
こ
の
時
期
政
府
の
対
外
方
針
に
お
い
て
、
何
ら

か
の
か
た
ち
で
常
に
謳
わ
れ
て
い
た（

（2
（

。
ま
た
、
華
北
分
離
工
作
が
表
面
化
す
る
昭
和
一
〇
年
半
ば
よ
り
単
な
る
「
日
満
経
済
ブ
ロ
ッ

ク
」
は
「
日
満
支
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り（

（2
（

、
朝
野
の
論
者
に
よ
っ
て
み
ら
れ
た
外
交
論
策
で
あ
り
、
日

満
華
提
携
策
は
当
時
の
大
陸
政
策
論
と
し
て
重
要
な
思
潮
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
永
井
は
第
一
次
大
戦
期
に
既
に
中
国
と
の
包
括
的
提
携
を
主
張
し
て
お
り（

（2
（

、
こ
の
時
期
初
め
て
打
ち
出
し
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
永
井
の
そ
れ
は
、
経
済
の
み
な
ら
ず
軍
事
と
い
う
政
治
的
な
領
域
に
わ
た
る
包
括
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
で
あ
り
、

政
府
方
針
が
そ
れ
を
謳
っ
て
い
な
い
と
き（

（2
（

で
も
永
井
の
主
張
に
変
化
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
政
府
方
針
と
は
違
い
、
永
井
は
当
面
の

外
交
政
策
と
し
て
最
重
要
政
策
と
し
て
こ
れ
を
論
じ
て
い
た
。
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以
上
論
じ
た
よ
う
に
、
永
井
は
、
満
洲
事
変
終
結
後
の
華
北
分
離
工
作
期
、
日
満
華
提
携
の
確
立
を
大
陸
政
策
と
し
て
抱
懐
し
、

昭
和
一
〇
年
半
ば
に
極
東
情
勢
が
激
し
く
変
容
す
る
に
と
も
な
い
、
日
満
華
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
確
立
を
目
指
す
主
張
を
展
開
し
た
。

三　

日
満
華
ブ
ロ
ッ
ク
の
必
要
理
由
と
国
際
関
係
観

　

次
に
、
永
井
が
い
か
な
る
理
由
に
基
づ
き
、
日
本
の
大
陸
政
策
と
し
て
満
洲
国
に
加
え
て
、
中
国
と
の
包
括
的
提
携
が
日
本
に

と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
の
か
考
察
す
る
。

　

第
一
に
、
世
界
的
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
体
制
の
趨
勢
に
対
抗
し
て
生
存
す
る
た
め
、
日
本
も
満
洲
国
お
よ
び
中
国
と
の
提
携
が
必
要
で

あ
る
と
す
る
。
世
界
大
恐
慌
以
来
の
一
九
三
〇
年
代
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
運
動
が
勢
い
を
得
て
き
て
い
た
。「
自
國
の
領
土
が
狭
隘

で
、
領
土
内
の
み
で
自
給
自
足
し
能
は
ざ
る
も
の
は
、
自
か
ら
進
ん
で
自
國
の
領
土
竝
び
に
領
土
の
周
圍
に
勢
力
範
圍
を
求
め
て
、

そ
れ
を
一
丸
と
し
て
自
給
自
足
の
經
濟
組
織
を
建
設
し
よ
う
と
す
る（

（2
（

」
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
運
動
に
つ
い
て
永
井
は
そ
の
現
況
を
説
明
し

て
次
の
ご
と
く
い
う
。
す
な
わ
ち
、
英
国
は
、
一
九
三
二
年
八
月
の
オ
タ
ワ
協
定
に
よ
り
、
大
英
帝
国
の
全
領
土
を
通
じ
て
英
本
国

以
外
の
商
品
、
こ
と
に
わ
が
国
の
商
品
を
排
斥
す
べ
き
決
議
を
な
し
、
イ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
、
豪
州
、
南
阿
連
邦
、
エ
ジ
プ
ト
、
そ
の

他
英
国
の
勢
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
こ
と
ご
と
く
高
率
関
税
を
も
っ
て
わ
が
国
の
商
品
を
圧
迫
し
、
は
な
は
だ
し
き
に
至
っ
て
は
、
通
商

条
約
を
廃
棄
し
そ
の
輸
入
を
禁
止
し
て
い
る
。
米
国
も
ま
た
南
北
両
米
を
通
じ
て
汎
米
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
計
画
し
、
最
近
は
南
米
諸

国
を
誘
っ
て
、
我
が
商
品
を
南
北
両
米
の
市
場
か
ら
駆
逐
す
る
に
全
力
を
傾
け
つ
つ
あ
る
。
わ
が
国
の
対
米
輸
出
額
は
、
昭
和
十
年

度
に
お
い
て
は
五
億
九
千
万
円
に
減
じ
、
昭
和
四
年
度
の
輸
出
額
の
約
六
割
に
下
が
っ
た
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
至
っ
て
は
、
第
一
次
、

第
二
次
五
ヵ
年
計
画
を
通
じ
て
自
給
自
足
の
経
済
組
織
を
建
設
し
、
さ
ら
に
そ
の
徹
底
を
期
す
る
た
め
に
第
三
次
五
ヵ
年
計
画
を
立

案
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
て
出
来
得
る
限
り
わ
が
国
の
商
品
を
排
斥
せ
ん
と
す
る
結
果
、
昭
和
五
年
度
に
お
け
る
我
が
国
対
ソ
輸
出
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額
は
昭
和
十
年
度
わ
ず
か
千
三
百
万
円
と
な
り
、
昭
和
五
年
度
の
二
分
の
一
以
下
に
減
じ
た
。
か
く
の
如
く
し
て
、
英
米
ソ
の
ご
と

き
大
国
が
各
々
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
の
城
壁
を
め
ぐ
ら
し
、
日
本
国
民
の
経
済
進
出
に
対
し
て
重
圧
を
加
え
ん
と
し
つ
つ
あ
る
結
果
、
わ

が
国
が
生
き
る
た
め
に
は
、「
自
給
自
足
の
經
濟
組
織
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
必
然
で
あ
る
」。
日
本
国
民
が
ア
ジ
ア
大

陸
に
お
け
る
未
開
発
の
大
富
源
を
基
礎
と
し
て
、
そ
こ
に
日
、
満
、
支
三
ヶ
国
の
共
存
共
栄
を
目
標
と
す
る
新
経
済
組
織
を
確
立
せ

ん
と
す
る
こ
と
は
、「
正
當
防
衛
權
の
發
動
で
あ
」
る（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
世
界
的
趨
勢
の
な
か
、
永
井
は
日
本
が
生
存
の
た
め
に
日
満
華
三
国
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
正
当
防
衛
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
論
じ
て
い
た
。
満
洲
事
変
後
永
井
は
日
満
ブ
ロ
ッ
ク
を
唱
え
た

際
も
同
様
の
論
を
展
開
し
て
お
り（

（3
（

、
中
国
が
そ
れ
に
加
わ
る
か
た
ち
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
世
界
的
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
に
対
し

て
貿
易
立
国
で
あ
っ
た
日
本
は
危
機
感
を
抱
き
、
こ
れ
に
対
す
る
対
処
か
ら
中
国
市
場
の
重
要
性
か
ら
日
華
提
携
論
が
台
頭
し
て
お

り
（
（3
（

、
同
様
の
危
機
感
か
ら
永
井
は
こ
れ
を
主
張
し
て
い
た
。

　

日
満
華
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
構
築
を
主
張
す
る
永
井
は
、
あ
わ
せ
て
関
税
障
壁
を
設
け
る
欧
米
諸
国
を
批
判
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼

等
は
世
界
の
各
方
面
を
占
領
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
籬
を
繞
ら
せ
て
外
国
人
を
排
斥
す
る
だ
け
で
な
く
、
外

国
品
を
排
斥
し
て
、
わ
れ
ら
ア
ジ
ア
人
に
圧
迫
を
加
え
て
い
な
が
ら
、
ひ
と
り
わ
が
ア
ジ
ア
の
大
陸
に
む
か
っ
て
門
戸
開
放
・
機
会

均
等
を
も
と
め
て
や
ま
な
い
。
門
戸
開
放
・
機
会
均
等
が
正
義
な
ら
ば
か
れ
ら
白
人
種
の
領
土
の
全
体
を
通
じ
て
門
戸
開
放
・
機
会

均
等
を
行
う
こ
と
が
当
然
で
あ
る
。
ま
た
も
し
彼
ら
白
人
種
が
各
々
自
己
の
領
土
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
建
設
し
て
、
白
人
種

に
属
さ
な
い
者
、
白
人
種
に
属
さ
な
い
商
人
を
排
斥
す
る
権
利
が
あ
る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
ア
ジ
ア
人
は
ア
ジ
ア
の
大
陸
に
ま
た
が

る
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
建
設
し
て
そ
こ
に
自
給
自
足
の
天
地
を
建
設
す
る
こ
と
は
「
生
く
る
が
爲
の
權
利
で
あ
る（

（3
（

」。
こ
の
よ
う
に
欧

米
を
批
判
し
、
日
本
に
正
当
性
が
あ
る
主
張
を
展
開
し
て
い
た
。

　

第
二
に
、
東
洋
＝
ア
ジ
ア
の
平
和
を
維
持
し
、
そ
の
富
源
を
擁
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
当
時
の
国
際
政
治
経
済
情
勢
に
つ
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い
て
永
井
は
、
欧
米
白
人
国
が
、
東
洋
＝
ア
ジ
ア
へ
帝
国
主
義
的
進
出
を
企
図
し
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
論
じ
た
。
す
な
わ
ち
、

彼
ら
欧
米
白
人
種
が
わ
が
東
洋
の
天
地
に
殺
到
し
て
く
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
東
洋
は
世
界
人
口
の
半
数
以
上
を
占
め
る
大
販
路

で
あ
り
、
東
洋
ほ
ど
未
開
発
の
富
源
を
有
し
て
い
る
も
の
は
な
い
。
欧
米
人
は
、
東
洋
の
天
地
に
殺
到
し
、
東
洋
人
を
排
斥
し
て
東

洋
の
大
富
源
を
壟
断
せ
ん
と
し
て
お
り
、
東
洋
を
も
っ
て
故
郷
と
し
、
東
洋
に
拠
ら
な
け
れ
ば
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
我
が
日
本

と
し
て
は
実
に
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の
生
存
競
争
に
直
面
す
る（

（3
（

。
東
洋
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
っ
て
万
一
に
も
征
服
、
侵
略
、
支
配

せ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
損
害
を
被
る
の
は
ひ
と
り
東
洋
人
だ
け
で
な
く
、
全
人
類
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
東
洋
に
進
出
し
て
、
万

一
に
も
弱
肉
強
食
の
巷
と
な
れ
ば
、
東
洋
は
第
三
の
バ
ル
カ
ン
半
島
と
な
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。
故
に
東
洋
を
も
っ
て
故
郷
と
な
し
、

東
洋
を
護
る
こ
と
を
天
職
と
す
る
わ
が
日
本
国
民
が
、
世
界
人
類
の
た
め
に
東
洋
の
平
和
を
護
り
、
東
洋
の
秩
序
を
維
持
し
、
東
洋

が
第
三
の
バ
ル
カ
ン
半
島
と
な
ら
な
い
よ
う
他
の
東
洋
諸
民
族
と
共
々
に
東
洋
を
擁
護
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
然
の
権
利
で
あ
り
、

使
命
で
あ
る
。
こ
の
大
な
る
見
地
か
ら
日
本
帝
国
は
、
満
洲
帝
国
、
中
華
民
国
、
そ
の
他
東
洋
に
生
を
享
け
た
る
各
国
家
の
協
力
を

促
し
、
如
何
な
る
も
の
に
も
侵
略
せ
ら
れ
る
こ
と
な
き
東
洋
存
立
の
基
礎
を
建
設
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（3
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
欧
米
白
人
諸
国
か
ら
東
洋
を
護
る
た
め
に
、
満
洲
国
、
中
国
と
の
提
携
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
永
井
が

「
東
洋
」
の
な
か
で
も
具
体
的
に
念
頭
に
お
い
て
い
た
の
は
、
中
国
で
あ
り
、
中
国
情
勢
に
対
し
て
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
今
日
の
東
洋
は
南
北
よ
り
二
種
の
帝
国
主
義
に
挟
撃
せ
ら
れ
て
い
る
。
北
よ
り
来
る
赤
化
帝
国
主
義
で
あ
る
共
産
主
義
の
革

命
運
動
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
に
発
し
て
既
に
中
央
ア
ジ
ア
に
入
り
、
蒙
古
に
入
り
、
ま
さ
に
支
那
を
冒
さ
ん
と
し
て
い
る
。
も
し
日

本
が
満
洲
国
の
独
立
を
助
け
て
共
同
防
衛
の
責
任
に
当
た
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
満
洲
も
恐
ら
く
は
赤
化
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
独
立

前
、
既
に
満
洲
に
お
い
て
は
、
共
産
党
が
盛
ん
に
活
躍
し
、
朝
鮮
共
産
党
に
対
し
て
も
働
き
か
け
て
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。
か
よ
う
に
南

下
す
る
共
産
主
義
の
ソ
連
が
中
国
を
赤
化
す
る
危
機
が
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
南
方
よ
り
は
英
米
両
国
を
背
景
す
る
資
本
的
帝
国
主

義
の
勢
力
が
次
第
に
南
部
支
那
を
中
心
に
し
て
ア
ジ
ア
を
支
配
せ
ん
と
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
憂
う
べ
き
事
実
で
あ
る
、
英
米
両
国
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を
背
景
と
し
た
資
本
的
帝
国
主
義
の
勢
力
が
南
支
那
か
ら
漸
次
全
ア
ジ
ア
に
重
圧
を
加
え
ん
す
る
危
機
に
臨
ん
で
い
る（

（3
（

、
と
永
井
は

述
べ
る
。

　

昭
和
一
〇
年
八
月
一
日
に
中
国
ソ
ビ
エ
ト
政
府
・
共
産
党
が
内
戦
の
停
止
と
抗
日
救
国
の
結
集
を
よ
び
か
け
た
八
・
一
宣
言
は
、

中
国
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
ま
た
、
同
年
一
一
月
の
英
国
の
財
政
支
援
に
よ
る
中
国
幣
制
改
革
の
実
施
発
表
は
内
外
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
て
い
た（

（3
（

が
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
永
井
は
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
た
。

　

第
三
に
、
日
満
華
提
携
体
制
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る
「
白
人
専
制
」
打
破
を
は
か
る
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
永
井
は
、
世
界
の

状
況
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
過
去
一
世
紀
、
欧
米
白
人
種
の
帝
国
主
義
が
全
世
界
の
土
地
を
寸
断
分
裂
し
た
。
彼
等
の

得
た
領
土
は
総
計
四
千
万
方
哩
で
、
世
界
の
土
地
総
面
積
五
千
万
方
哩
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
れ
ら

は
な
お
そ
の
上
に
領
土
の
大
、
支
配
権
の
拡
大
を
競
い
、
そ
の
帝
国
主
義
の
総
決
算
は
世
界
戦
争
と
な
っ
て
現
れ
た
。
そ
の
結
果
彼

ら
白
人
種
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
の
人
種
相
互
に
迷
惑
を
か
け
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
白
人
種
は
実
に
全
人
類
に
禍
し
た
責
任
を
負

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
彼
ら
が
所
有
す
る
広
大
な
る
領
土
を
自
由
に
解
放
し
て
、
飢
え
た
る
人
類
の
た
め
に
そ
の
富
源
を
開

発
せ
し
め
る
な
ら
ば
赦
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
彼
ら
は
そ
の
土
地
を
閉
鎖
し
、
い
や
し
く
も
顔
色
の
白
く
な
い
人
種
に
は
、
い
か
に

飢
え
た
者
と
い
え
ど
も
開
墾
を
許
さ
な
い
。
天
は
広
大
な
る
土
地
を
全
人
類
に
与
え
た
が
、
そ
の
大
部
分
を
彼
ら
白
人
種
が
壟
断
し
、

全
人
類
の
飢
え
た
る
者
が
拓
く
こ
と
を
拒
ん
で
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
永
井
は
、
欧
米
白
人
諸
国
が
帝
国
主
義
時
代
に
広
大
な
領
土
や

植
民
地
を
獲
得
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
て
争
い
世
界
戦
争
を
惹
起
し
た
こ
と
、
お
よ
び
有
色
人
種
を
欧
米
諸
国
の
領
地

か
ら
排
斥
す
る
こ
と
に
憤
り
の
念
を
示
し
、
激
し
く
批
判
す
る
。

　

そ
の
上
で
永
井
は
、
過
去
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
「
有
色
人
種
を
暴
圧
し
、
白
人
專
制
を
恣
に
し
て
居
つ
た
そ
の
白
人
專
制
の
陋
習

を
打
破
し
、
白
人
種
の
暴
圧
に
虐
げ
ら
れ
て
居
つ
た
有
色
人
種
を
解
放
し
、
世
界
を
し
て
全
人
類
の
自
由
な
る
世
界
た
ら
し
む
る
使

命
の
為
に
奮
闘
す
る
と
い
ふ
事
が
眞
の
日
本
の
理
想（

（4
（

」
で
あ
る
と
し
、
有
色
人
種
を
抑
圧
す
る
欧
米
諸
国
が
支
配
し
て
い
る
と
す
る
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現
状
の
世
界
を
打
破
す
る
こ
と
が
日
本
の
理
想
で
あ
り
、
自
身
の
目
標
で
あ
る
と
し
た
。

　

か
よ
う
に
、「
白
人
専
制
」
打
破
を
訴
え
る
永
井
は
、
日
満
華
提
携
の
構
築
が
そ
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

日
本
帝
国
、
満
洲
帝
国
、
中
華
民
国
が
真
に
亜
細
亜
大
陸
の
中
心
に
お
い
て
、
い
か
な
る
白
人
種
の
圧
迫
に
あ
っ
て
も
屈
服
し
な
い

共
栄
共
存
の
基
礎
を
確
立
し
得
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
こ
そ
吾
々
は
断
然
と
し
て
、
世
界
に
向
か
っ
て
如
何
な
る
発
言
も
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
は
、
天
が
こ
れ
を
彼
等
白
人
種
の
み
に
与
え
た
も
の
で
は
な
く
、
全
人
類
に
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
白
人
種
の
み
が
世
界
の
土
地
を
壟
断
す
る
こ
と
は
、
天
の
許
さ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
す
べ
か
ら
く
こ
れ
を
解
放
し

て
、
す
べ
て
の
民
族
の
独
立
自
主
の
天
地
と
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
彼
等
が
も
し
そ
の
要
求
に
応
じ
な
け
れ
ば
、
吾
々
は
断
乎
た

る
態
度
を
と
り
、
世
界
の
公
議
世
論
に
訴
え
て
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
目
的
を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
日
本
の
世
界
使
命

を
果
た
す
前
提
と
し
て
日
本
の
基
礎
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
急
務
中
の
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
満
洲
、
支
那
と
提
携
を
結
び
、

互
い
に
援
け
助
け
ら
れ
る
関
係
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
や
が
て
ア
ジ
ア
を
救
い
、
世
界
を
救
う
大
使
命
で
あ
る
と
信
じ
る
の

で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
よ
う
に
、「
白
人
専
制
」
打
破
と
い
う
日
本
「
使
命
」
達
成
の
た
め
、
満
洲
国
、
中
国
と
の
提
携
が
必
要
で
あ
る
と

し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

永
井
は
、
そ
の
青
年
期
よ
り
、
英
米
を
中
心
と
し
た
欧
米
白
人
種
、
白
人
諸
国
の
有
色
人
種
、
有
色
人
種
国
に
対
す
る
人
種
差
別

的
な
対
応
、
政
策
に
対
し
て
憤
り
の
念
を
示
し
、
世
界
の
現
状
を
欧
米
白
人
種
に
よ
る
「
白
人
専
制
」
と
み
な
し
、
繰
り
返
し
批
判

す
る
と
と
も
に
そ
の
打
破
を
唱
え
て
い
た（

（4
（

が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
同
様
の
考
え
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
日
満
華
提
携
確
立
が

必
要
な
根
拠
と
し
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
と
い
う
世
界
情
勢
で
の
日
本
の
生
存
、
東
洋
の
富
源
を
擁
護
す
る
た
め
、「
白
人
専
制
」
の
打

破
と
い
う
三
点
の
理
由
を
も
っ
て
永
井
は
、
日
満
華
提
携
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、
永
井
が
、
欧
米
白

人
諸
国
を
日
本
に
と
っ
て
生
存
競
争
の
関
係
に
あ
る
国
家
で
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
敵
対
的
存
在
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
決
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し
て
友
好
的
、
協
調
的
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
日
満
華
提
携
の
必
要

理
由
を
論
じ
る
以
外
で
も
、
欧
米
を
厳
し
く
批
判
す
る
言
動
を
永
井
は
繰
り
返
し
て
い
た
。

　

永
井
の
欧
米
を
激
し
く
非
難
し
敵
視
す
る
姿
勢
は
、
華
北
分
離
工
作
期
の
大
半
を
外
相
も
し
く
は
首
相
と
し
て
い
わ
ゆ
る
広
田
外

交
を
天
下
し
た
広
田
弘
毅
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
協
和
外
交
と
よ
ば
れ
る
広
田
の
外
交
は
、
日
満
華
提
携
と
同
時
に
欧
米
列
国

と
の
協
調
を
目
指
す
二
面
性
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た（

（4
（

。
ま
し
て
や
短
期
間
で
は
あ
る
が
日
中
戦
争
直
前
に
外
相
を
つ
と
め
、
日
英
間

の
協
調
親
善
を
目
指
し
た
佐
藤
尚
武（

（4
（

や
、
広
田
内
閣
期
駐
英
大
使
と
し
て
日
英
が
協
調
し
て
中
国
の
安
定
の
た
め
協
調
す
る
こ
と
を

英
国
政
府
に
は
た
ら
き
か
け
た
吉
田
茂（

（4
（

と
は
対
極
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
永
井
の
こ
の
よ
う
な
、
欧
米
白
人
諸
国
を
敵
対
視
す
る
国
際
政
治
観
は
、
満
洲
事
変
後
の
こ
の
時
期
日
本
の
朝
野

に
幅
広
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
永
井
の
見
解
は
、
こ
の
時
期
通
有
の
も
の
で
あ
っ
た
。
政
党
の
領
袖
で
あ
っ

た
永
井
が
こ
の
よ
う
な
見
解
を
あ
か
ら
さ
ま
に
唱
え
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
時
期
の
時
代
背
景
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
る（

（4
（

。

し
か
し
、
永
井
の
そ
れ
は
、
単
な
る
欧
米
に
対
す
る
反
感
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
白
人
専
制
」
打
破
と
い
う
、
国
際
秩
序
の
変
革
を
目

指
す
と
い
う
先
鋭
的
で
突
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
永
井
は
、
満
洲
国
お
よ
び
中
国
を
次
の
よ
う
な
理
由
で
日
本
の
提
携
相
手
国
、
同
盟
相
手
対
象
国
と
し
て
み
な
し
て

い
た
。

　

第
一
に
、
利
害
、
文
化
、
人
種
等
の
面
で
共
通
性
、
同
一
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
は
世
界
各
国
間

に
成
立
し
つ
つ
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
の
包
囲
の
中
に
陥
っ
て
、
日
本
の
経
済
的
発
展
は
圧
迫
を
被
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、

日
本
が
自
給
自
足
し
得
る
経
済
組
織
を
建
設
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
日
本
と
「
利
害
關
係
を
同
じ
う
す
る
、
文
化
系
統
を
同
じ
う

す
る
、
人
種
關
係
を
同
じ
う
す
る
」
諸
民
族
と
協
力
し
て
新
た
な
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し（

（4
（

、
日
満
華
三

国
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
必
要
性
を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
際
、
永
井
は
、
い
か
な
る
点
で
日
本
と
中
国
が
利
害
関
係
、
文
化
、
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人
種
の
共
通
性
、
同
一
性
が
あ
る
か
と
い
う
点
、
ま
た
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
な
い
。
そ
れ
ら
を
自
明
の
こ
と
と
し
て

論
じ
て
お
り
、
議
論
の
余
地
の
な
い
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
国
関
係
に
つ
い
て
、「
同
文
同
種
の
國
家（

（4
（

」

と
い
う
表
現
も
用
い
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
て
も
特
段
の
説
明
も
な
く
自
明
の
こ
と
と
し
て
三
国
間
関
係
を
表
現
し
て
い
た
。

　

第
二
に
、「
ア
ジ
ア
」、「
東
洋
」
と
い
う
地
理
的
な
い
し
地
域
的
と
思
わ
れ
る
概
念
を
用
い
、
提
携
が
必
然
的
で
あ
る
と
み
な
し

て
い
た
。
例
え
ば
、
東
洋
を
も
っ
て
故
郷
と
な
し
、
東
洋
を
護
る
こ
と
を
天
職
と
す
る
日
本
国
民
が
、
世
界
人
類
の
た
め
に
東
洋
の

平
和
と
秩
序
を
護
り
、
第
三
の
バ
ル
カ
ン
半
島
と
な
ら
な
い
よ
う
他
の
東
洋
諸
民
族
と
共
々
に
東
洋
を
擁
護
す
る
こ
と
は
当
然
の
権

利
で
あ
り
、
世
界
文
化
に
対
す
る
使
命
で
あ
る
と
し（

（4
（

、「
東
洋
」
と
い
う
概
念
を
も
っ
て
、
日
満
華
三
国
の
提
携
関
係
を
必
然
な
も

の
と
す
る
。
ま
た
、「
ア
ジ
ア
諸
民
族
」
を
包
囲
せ
ん
と
す
る
欧
米
諸
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
建
設
に
対
し
て
、「
ア
ジ
ア
民
族
」
は
相

互
扶
助
の
新
経
済
関
係
を
確
立
し
共
同
防
衛
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（

（5
（

、
満
洲
、
支
那
の
「
亞
細
亞
に
於
て
同
じ
く
虐
げ
ら
れ
て
居
る

民
族
」
と
提
携
を
結
び
、
相
互
扶
助
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
が
「
亞
細
亞
を
救
ひ
、
世
界
を
濟
ふ
」、
わ
れ
わ
れ
生
を
「
亞
細
亞
に

享
け
た
る
者
は
、
他
の
亞
細
亞
の
諸
民
族
と
共
に
亞
細
亞
の
平
和
を
維
持
し
、
亞
細
亞
の
富
源
を
擁
護
し
、
亞
細
亞
を
し
て
眞
に
人

類
の
母
た
ら
し
む
る
べ
き
天
職
を
全
う
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ（

（5
（

」。

　

こ
の
よ
う
に
永
井
は
、
東
洋
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
と
い
う
く
く
り
で
日
本
と
満
洲
国
お
よ
び
中
国
を
提
携
が
必
然
的
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
永
井
は
、
東
洋
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
の
概
念
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
説
明
も
し
て
お
ら
ず
、
三
国
が
同
じ
範

疇
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
。
ま
た
、
東
洋
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
範
疇
に
あ
る
国
が
、
な
ぜ
提
携
、
団
結
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
論
じ
て
い
な
い
。
東
洋

≒

ア
ジ
ア
の
概
念
で
く
く
ら
れ
る
日
満
華
三
国
が
提
携
、
団
結
す
る
こ
と
が
説
明
の

余
地
な
く
自
明
の
こ
と
と
し
て
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
永
井
は
、
取
り
立
て
て
説
明
す
る
こ
と
も
な
く
、
日
本
と
満
洲
国
、
中
国
が
提
携
す
る
こ
と
は
必
然
的
な
も
の
と

論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
論
を
永
井
は
、
各
種
講
演
会
や
政
党
演
説
会
で
の
講
演
活
動
、
新
聞
や
雑
誌
、
あ
る
い
は
自
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党
の
機
関
誌
に
お
け
る
文
筆
活
動
に
お
い
て
繰
り
返
し
展
開
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
言
え
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
表
現
が
、
当
時
の

日
本
国
内
に
お
い
て
、
説
明
を
要
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
当
然
視
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
る
。
実

際
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
訴
え
る
永
井
の
講
演
活
動
の
講
演
録
に
は
そ
の
直
後
、「（
拍
手
）（

（5
（

」、「（
拍
手
、「
其
の
通
り
だ
」「
さ
う
だ

〳
〵
」
と
叫
ぶ
者
あ
り
）（

（5
（

」
と
い
っ
た
聴
衆
の
反
応
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
聴
衆
も
そ
れ
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
。

四　

対
日
提
携
の
論
理

　

以
上
が
永
井
が
日
本
に
と
っ
て
日
満
華
提
携
を
必
要
と
し
た
理
由
で
あ
り
、
ま
た
中
国
と
の
提
携
を
必
然
と
し
た
理
由
で
あ
っ
た
。

次
に
、
日
本
の
提
携
相
手
国
と
み
な
す
中
国
は
、
い
か
な
る
理
由
で
日
本
と
の
提
携
を
要
す
る
と
永
井
が
論
じ
て
い
た
か
を
み
て
い

く
。

　

永
井
は
、
中
国
側
に
対
し
、
日
満
華
提
携
の
関
係
構
築
を
と
る
こ
と
を
求
め
る
言
動
を
繰
り
返
し
た
。
そ
れ
は
中
国
が
と
る
べ
き

対
応
と
し
て
主
張
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
も
し
く
は
外
交
当
局
が
中
国
に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
を
訴
え
る
か
た
ち

で
行
わ
れ
た
。

　

永
井
は
、
中
国
に
対
し
、
対
日
提
携
を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
、
今
日
の
支
那
は
、
南
北
か
ら
欧
米
白
人
種
の
重
圧
を
被
り
、
そ
の

生
命
を
蚕
食
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
し（

（5
（

、
欧
米
に
よ
っ
て
中
国
が
圧
迫
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
る
。
北
方

よ
り
侵
略
す
る
の
は
ソ
連
邦
を
背
景
と
す
る
国
際
共
産
党
の
勢
力
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
世
界
各
国
を
共
産
化
し
て
ソ
連
邦
に
併
合

し
、
モ
ス
ク
ワ
政
府
を
し
て
全
世
界
の
指
導
者
た
ら
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
以
後
は
、
そ
の
勢
力
を
専
ら
ア
ジ

ア
に
集
中
し
て
き
た
。
彼
等
は
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
を
併
合
し
、
支
那
の
新
彊
に
迫
り
、
外
蒙
古
で
は
首
倫
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
樹

立
し
た
。
も
し
、
満
洲
が
独
立
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
奉
天
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
を
樹
立
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
支
那
国
内
の
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同
志
に
呼
応
し
、
支
那
の
中
原
に
抜
く
べ
か
ら
ざ
る
号
令
権
を
確
立
せ
ん
と
し
、
一
時
支
那
の
内
部
に
お
け
る
共
産
軍
は
、
約
三
十

万
に
達
し
、
ソ
ビ
エ
ト
政
権
の
樹
立
さ
れ
た
も
の
は
、
一
七
七
県
の
多
き
に
達
し
た
。
彼
ら
は
陰
謀
に
よ
っ
て
支
那
在
留
邦
人
を
殺

害
し
て
日
本
を
挑
発
し
、
日
本
軍
を
支
那
に
誘
致
し
て
蒋
介
石
を
打
倒
せ
し
め
、
同
時
に
支
那
に
対
す
る
出
兵
に
よ
っ
て
、
い
よ
い

よ
日
本
に
対
す
る
反
感
を
激
成
せ
し
め
、
蒋
介
石
と
と
も
な
わ
せ
て
日
本
の
勢
力
を
も
一
掃
せ
ん
と
す
る
計
画
で
あ
る（

（5
（

。
こ
の
よ
う

に
、
中
国
に
お
け
る
ソ
連
・
共
産
党
の
存
在
の
脅
威
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　

他
方
、
南
方
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
的
帝
国
主
義
を
背
景
と
す
る
一
大
勢
力
に
よ
っ
て
中
国
が
「
そ
の
存
立
に
對
し
て
脅
威

を
受
け
つ
ゝ
あ
る（

（5
（

」
と
し
て
中
国
に
対
す
る
英
国
の
脅
威
に
つ
い
て
も
論
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
那
を
南
方
よ
り
圧
迫
す
る
大
勢
力

は
英
国
で
あ
る
。
英
国
は
ア
ヘ
ン
戦
争
の
結
果
香
港
を
占
領
し
、
沿
海
各
地
の
開
港
を
迫
り
、
開
港
場
に
お
け
る
治
外
法
権
獲
得
、

租
界
行
政
権
の
奪
取
、
税
関
管
理
権
を
も
所
有
し
、
そ
の
関
税
は
英
国
銀
行
の
莫
大
な
預
金
と
な
っ
て
、
同
銀
行
は
支
那
の
金
融
統

制
権
を
獲
得
し
た
。
そ
の
結
果
支
那
朝
野
の
政
治
家
に
対
し
て
重
大
な
る
支
配
力
を
有
す
る
に
至
り
、
今
や
支
那
中
南
部
に
お
け
る

英
国
の
政
治
、
経
済
上
に
お
け
る
勢
力
は
、
牢
固
と
し
て
動
か
す
こ
と
が
で
き
な
い（

（5
（

。
か
よ
う
に
中
国
に
と
っ
て
の
経
済
力
を
背
景

と
す
る
英
国
の
脅
威
を
指
摘
す
る
永
井
は
、
英
国
だ
け
で
な
く
、「
英
米
兩
國
を
背
景
と
し
た
資
本
的
帝
國
主
義
の
勢
力
」
と
論
じ（

（5
（

、

米
国
も
中
国
に
と
っ
て
の
脅
威
で
あ
る
と
い
う
指
摘
も
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
永
井
は
、
中
国
自
身
に
と
っ
て
英
米
ソ
と
い
っ
た
欧
米
諸
国
が
危
険
な
国
、
敵
性
国
家
で
あ
る
と
指
摘
す
る
主
張

を
展
開
し
た
。
他
方
、
中
国
に
と
っ
て
日
本
は
提
携
対
象
と
し
て
適
切
な
相
手
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
日
本
が
満
洲

の
独
立
を
擁
護
し
、
日
満
両
国
民
の
協
力
に
よ
っ
て
「
滿
蒙
の
大
富
源
を
開
發
し
、
共
存
共
榮
の
實
を
擧
げ
つ
ゝ
あ
る
」
こ
の
明
白

な
事
情
を
彼
等
支
那
人
に
も
十
分
理
解
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
や
が
て
彼
等
支
那
人
を
し
て
北
よ
り
く
る
赤
化
帝
国
主
義
、
南
よ

り
う
か
が
う
資
本
的
帝
国
主
義
の
危
難
よ
り
脱
出
し
て
真
に
国
家
存
立
の
大
本
を
確
立
す
る
途
は
「
文
化
の
系
統
を
同
ふ
し
、
血
液

を
同
ふ
し
、
郷
土
を
同
ふ
す
る
」
日
本
と
満
洲
国
同
様
、
軍
事
同
盟
、
経
済
同
盟
を
締
結
し
て
、
日
本
と
共
存
共
栄
の
新
関
係
を
組
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織
す
る
ほ
か
な
い
こ
と
を
自
覚
せ
し
め
一
大
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る（

（5
（

。
か
よ
う
に
、
経
済
開
発
能
力

が
あ
り
、
ま
た
、
文
化
、
血
液
、
郷
土
を
同
じ
く
す
る
日
本
こ
そ
が
、
中
国
が
提
携
す
べ
き
適
切
な
相
手
国
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
べ
き
と
訴
え
る
。

　

こ
こ
で
永
井
が
中
国
に
対
し
て
対
日
提
携
慫
慂
の
材
料
と
す
る
前
者
の
日
本
の
経
済
開
発
能
力
に
つ
い
て
永
井
は
繰
り
返
し
日
本

の
満
蒙
開
発
の
功
績
と
成
功
実
績
を
説
き（

（6
（

、
中
国
人
は
「
日
本
人
の
想
像
し
能
は
ぬ
程
銳
い
感
覺
を
有
す
る（

（6
（

」
と
す
る
自
身
の
中
国

観
と
あ
わ
せ
て
、
日
本
と
提
携
す
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
。
対
日
提
携
の
誘
引
材
料
と
し
て
挙
げ
た
後
者
の

「
文
化
の
系
統
」、「
血
液
」、「
郷
土
」
の
共
通
性
、
同
一
性
に
つ
い
て
は
、
血
液
＝
人
種
、
郷
土
＝
東
洋
、
ア
ジ
ア
と
読
み
か
え
れ

ば
、
先
述
し
た
日
本
が
中
国
を
提
携
相
手
国
と
み
な
す
こ
と
と
同
じ
論
理
で
あ
る
。

　

中
国
を
対
日
提
携
へ
導
こ
う
と
す
る
右
の
二
つ
の
論
理
は
、
前
者
が
詳
細
な
説
明
で
中
国
側
を
対
日
提
携
へ
導
こ
う
と
す
る
一
方
、

後
者
は
特
段
の
説
明
も
な
い
自
明
の
こ
と
と
し
て
中
国
と
日
本
と
の
親
和
性
を
指
摘
し
提
携
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
点
で

異
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
永
井
は
、
欧
米
諸
国
は
中
国
に
と
っ
て
敵
対
的
存
在
で
あ
る
一
方
、
日
本
は
中
国
を
利
す
る
存
在
で
あ
る
と
と

も
に
、
諸
々
の
点
で
共
通
性
が
あ
る
た
め
提
携
す
る
こ
と
が
当
然
で
あ
る
と
い
う
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
該
期
の
中
国
国
民
党
政
府
は
、
英
国
の
財
政
支
援
に
よ
る
幣
制
改
革
を
受
け
入
れ
る
と
と
も
に
、
米
国
の
経

済
的
支
援
も
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
・
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
指
令
を
受
け
た
中
国
共
産
党
の
影
響
が
強
ま
り
、
昭
和
一
一
年

の
暮
れ
に
は
西
安
事
件
が
起
こ
り
、
第
二
次
国
共
合
作
が
成
立
し
、
連
ソ
路
線
も
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
対
日
提
携
政
策
と
い
う

外
交
方
針
は
と
ら
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
同
年
八
月
の
成
都
事
件
、
同
九
月
の
北
海
事
件
と
い
っ
た
反
日
テ
ロ
事
件
が
連
続
し

て
生
起
し
て
い
た
よ
う
に
、
中
国
挙
げ
て
排
日
姿
勢
に
傾
い
て
い
た（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
対
日
提
携
路
線
ど
こ
ろ
か
、
英
米
ソ
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
中
国
側
の
姿
勢
に
対
し
て
、
永
井
は
次
第
に
批
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判
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
支
那
は
依
然
と
し
て
、
西
洋
依
存
を
改
め
ず
、
連
ソ
政
策
を
復
活
し
て
恐
る
べ
き

赤
化
に
拍
車
を
加
え
ん
と
し
て
い
る
。
支
那
の
か
く
の
ご
と
き
政
策
は
、
自
ら
帝
国
主
義
お
よ
び
共
産
主
義
の
侵
略
を
誘
致
し
、
い

よ
い
よ
混
乱
滅
亡
の
機
運
を
促
進
す
る
の
み
で
あ
る
、
し
か
も
支
那
の
か
く
の
ご
と
き
政
策
は
、
東
洋
の
存
亡
を
左
右
す
る
最
大
の

原
因
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
日
本
と
し
て
は
、「
斷
じ
て
黙
過
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
支
那
を
し
て
そ
の
迷
夢
か
ら
覺
醒
せ
し
め
」、

日
満
支
三
国
間
の
共
存
共
栄
の
新
大
地
を
開
拓
し
新
興
ア
ジ
ア
建
設
の
根
幹
を
た
る
べ
き
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
支
那
を
救
い
東

洋
を
救
う
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を
つ
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い（

（6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
反
日
排
日
傾
向
を
強
め
、
欧
米
に
傾
斜
す
る
中
国
に
対
し
て
批
判
を
加
え
る
が
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
中
国
は
、
日
本
と
提
携
す
る
こ
と
が
、
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
欧
米
と
手
を
結
ぶ
こ
と
な
ど
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
認
識
で
あ
る
。「
東
亜
に
お
け
る
最
大
の
友
邦
支
那
は
今
尚
歐
米
依
存
主
義
よ
り
醒
め
ず（

（6
（

」、「
我
國
の
仲
間
と
な
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
支
那
迄
も
歐
米
各
國
に
抱
込
ま
れ（

（6
（

」
と
い
う
中
国
に
対
す
る
表
現
は
、
そ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
期
日
満
華
提

携
体
制
を
求
め
て
い
た
陸
軍
も
、
そ
れ
が
東
亜
永
遠
の
平
和
の
た
め
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を
中
国
に
「
自
覺
せ
し
め
、
速
に

歐
米
依
存
の
迷
夢
か
ら
覺
醒
せ
し
め
ね
け
れ
ば
な
ら
な
い（

（6
（

」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
日
満
華
提
携
を
外
交
目
標
と
し
て
い
た
者

に
と
っ
て
は
中
国
に
対
す
る
共
通
の
思
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
、
東
洋
と
い
う
範
疇
に
お
い
て
、
日
本
と
中
国
が
提
携
関
係
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
中
国
批
判
の

表
現
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
国
の
反
日
親
欧
米
政
策
に
つ
い
て
「
實
に
全
亞
細
亞
の
一
大
不
幸
」
で
、「
東
洋

平
和
に
對
す
る
日
支
兩
國
の
共
通
使
命
に
關
す
る
自
覺
を
缺
く（

（6
（

」
も
の
で
あ
り
、「
光
輝
あ
る
ア
ジ
ア
復
興
の
歷
史
に
一
大
汚
點
を

留
」
め
、「
全
ア
ジ
ア
を
辱
む
る
も
の（

（6
（

」
と
い
う
よ
う
に
ア
ジ
ア
、
東
洋
の
一
員
と
し
て
の
中
国
の
姿
勢
を
背
反
行
為
と
し
て
咎
め

る
表
現
を
使
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
同
時
に
中
国
側
へ
の
批
判
は
、
蒋
介
石
政
権
を
し
て
対
日
提
携
に
導
け
な
い
日
本
の
外
交
当
局
へ
の
批
判
に
も
あ
ら
わ
れ
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る
こ
と
と
な
っ
た
。
中
華
民
国
の
基
礎
確
立
の
た
め
に
日
本
と
と
も
に
国
際
共
産
党
の
侵
略
に
共
同
防
衛
す
る
こ
と
こ
そ
最
も
賢
明

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
蒋
介
石
に
こ
の
明
白
な
る
道
理
を
「
理
解
せ
し
め
能
は
ざ
る
日
本
外
交
の
無
力
に
至
つ
て
は
、
更
に
憐

れ
む
べ
し（

（6
（

」
と
断
じ
、
蒋
介
石
の
親
ソ
反
日
態
度
の
「
過
ち
を
悟
ら
し
む
る
こ
と
が
出
来
な
い
日
本
外
交
の
無
能
、
こ
れ
は
獨
り
日

本
の
爲
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
爲
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
ゝ
言
は
ざ
る
を
得
な
い（

（7
（

」
と
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
外
交
当
局
に
対
す
る
批
判
か
ら
、
永
井
が
当
時
の
情
勢
下
に
お
い
て
も
、
何
ら
か
の
外
交
交
渉
に
よ
っ
て
日
満
華
提

携
が
実
現
で
き
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

五　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
、
華
北
分
離
工
作
期
に
お
け
る
永
井
の
日
満
華
提
携
論
を
考
察
し
た
。

　

永
井
は
、
華
北
分
離
工
作
期
特
に
そ
の
後
半
に
あ
た
る
一
九
三
五
年
の
半
ば
頃
よ
り
、
大
陸
政
策
と
し
て
そ
れ
ま
で
の
日
満
ブ

ロ
ッ
ク
論
を
拡
張
し
、
中
国
と
の
提
携
、
ブ
ロ
ッ
ク
論
を
展
開
し
た
。
日
満
華
提
携
政
策
は
、
当
該
期
政
府
の
対
外
政
策
や
朝
野
の

大
陸
論
策
に
も
み
ら
れ
た
外
交
論
策
で
あ
っ
た
が
、
永
井
は
そ
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
。

　

永
井
の
日
満
華
提
携
論
を
考
察
す
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
そ
れ
が
必
要
な
理
由
と
し
て
、
世
界
的
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
へ
の
対
抗
や
、

白
人
種
の
人
種
差
別
的
政
策
を
打
破
す
る
た
め
と
い
う
こ
と
を
あ
げ
、
欧
米
諸
国
を
日
本
と
敵
対
的
関
係
に
位
置
づ
け
て
い
た
。
一

方
、
日
本
に
と
っ
て
満
洲
国
と
中
国
と
は
、
様
々
な
面
で
共
通
性
、
同
一
性
が
あ
る
と
と
も
に
、
同
じ
ア
ジ
ア
、
東
洋
の
国
々
で
あ

り
親
和
す
る
関
係
に
あ
り
、
提
携
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
有
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
中
国
に
日
本
と
の
提
携
を
慫
慂
す
る
論
理
を
考
察
す
る
と
、
中
国
に
と
っ
て
欧
米
諸
国
は
脅
威
の
国
々
、
敵
性
国
家
で
あ

り
、
日
本
は
諸
々
の
点
で
共
通
性
同
一
性
が
あ
る
な
ど
、
提
携
す
べ
き
国
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
自
明
の
ご
と
く
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論
じ
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
永
井
の
日
満
華
ブ
ロ
ッ
ク
論
の
通
底
に
は
、
欧
米
対
ア
ジ
ア
、
白
人
種
対
有
色
人
種
、
西
洋
対
東
洋
と
い
う
対
立
概

念
が
そ
の
世
界
観
、
国
際
関
係
観
に
存
在
す
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
著
名
な
雄
弁
家
の
政
治
家
で
あ
り
、
二
大
政
党
の
一
方
の

領
袖
で
あ
っ
た
永
井
の
か
よ
う
な
言
説
は
、
世
人
へ
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
え
る
一
方
、
そ
れ
を
当
該
期
国
民
世
論
に
そ
れ
を
受

容
す
る
基
盤
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

華
北
分
離
工
作
期
に
お
け
る
永
井
の
日
満
華
提
携
論
は
、
日
中
戦
争
時
に
近
衛
内
閣
が
打
ち
出
し
永
井
も
そ
の
鼓
吹
者
と
な
っ
た

東
亜
新
秩
序
論
の
中
核
を
既
に
胚
胎
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
中
国
側
の
姿
勢
に
次
第
に
焦
り
と
苛
立
ち
を
募
ら
せ
て
い
た
永

井
の
姿
勢
に
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
「
暴
支
膺
懲
」
論
者
、
日
中
戦
争
推
進
者
と
し
て
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。

（
1
）　

第
一
次
近
衛
内
閣
発
足
に
あ
た
っ
て
近
衛
文
麿
お
よ
び
木
戸
幸
一
が
当
初
作
成
し
た
組
閣
リ
ス
ト
に
は
外
相
に
永
井
が
据
え
ら
れ
て

い
た
（
原
田
熊
雄
『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
六
巻
〈
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
五
月
第
三
刷
〉、
三
頁
参
照
）。

（
2
）　

永
井
は
昭
和
一
〇
年
一
月
二
〇
日
よ
り
一
一
年
四
月
二
八
日
ま
で
民
政
党
の
総
務
兼
政
調
会
長
と
し
て
在
任
し
、
一
一
年
四
月
二
八

日
よ
り
一
二
年
五
月
七
日
ま
で
同
党
総
務
兼
幹
事
長
に
在
任
し
て
い
た
（
遠
山
茂
樹
・
安
達
淑
子
『
近
代
日
本
政
治
史
必
携
』〈
岩
波
書

店
、
一
九
六
一
年
七
月
〉、
一
四
一
頁
）。

（
3
）　

第
一
次
幣
原
外
交
時
に
は
外
務
参
与
官
、
第
二
次
幣
原
外
交
時
に
は
外
務
政
務
次
官
を
担
っ
た
。
参
与
官
時
代
の
永
井
に
つ
い
て
は

拙
稿
「
永
井
柳
太
郎
の
対
華
外
交
論
―
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
前
半
期
を
中
心
に
―
」（『
平
成
法
政
研
究
』
第
一
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
三
年

三
月
）
参
照
。

（
4
）　

例
え
ば
、
当
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に
お
い
て
「
次
の
總
裁
に
擬
せ
ら
れ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、
此
際
一
つ
總
理
總
裁
論
を
お
願
ひ

い
た
し
ま
す
」
と
尋
ね
ら
れ
て
い
る
（「
総
裁
の
大
器
を
語
る　
永
井
柳
太
郎
氏
縦
横
談
」〈『
現
代
』
第
一
七
巻
第
九
号
、
昭
和
一
一
年
九

月
〉、
三
九
頁
）。



430

法学研究 97 巻 1 号（2024：1）

（
5
）　

拙
稿
「
永
井
柳
太
郎
の
日
中
提
携
論
―
第
一
次
大
戦
期
を
中
心
に
―
」（『
法
学
研
究
』
第
七
三
巻
第
九
号
、
平
成
一
二
年
九
月
）
参

照
。

（
6
）　

前
掲
拙
稿
「
永
井
柳
太
郎
の
対
華
外
交
論
―
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
前
半
期
を
中
心
に
―
」
参
照
。

（
7
）　

昭
和
八
年
一
〇
月
二
五
日
日
本
の
外
交
国
防
方
針
と
し
て
斎
藤
内
閣
首
蔵
外
陸
海
の
五
相
会
議
の
決
定
で
は
「
滿
洲
國
ノ
發
達
完
成

ノ
タ
メ
同
國
經
濟
統
制
及
ビ
ワ
ガ
國
ト
ノ
經
濟
的
調
節
ヲ
計
リ
」
と
あ
り
、
日
満
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
示
唆
す
る
文
言
が
織
り
込
ま
れ
て
い

る
（「
五
相
会
議
決
定
の
外
交
方
針
に
関
す
る
件
」〈
外
務
省
編
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書　
下
巻
』〈
原
書
房
、
昭
和
四
一
年
一
月
〉

二
七
五
頁
〉）。

（
8
）　

永
井
柳
太
郎
「
台
湾
」（
同
『
私
の
信
念
と
体
験
』〈
岡
倉
書
房
、
昭
和
十
三
年
九
月
十
五
日
〉
所
収
）、
三
七
〇
頁
。
同
論
文
は
、

昭
和
八
年
六
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
台
湾
治
政
記
念
講
演
録
で
あ
る
。

（
9
）　

永
井
柳
太
郎
「
対
満
蒙
経
済
政
策
に
就
て
」（『
大
阪
商
工
会
議
所
月
報
』
第
三
一
三
号
、
昭
和
八
年
六
月
）、
一
二
～
一
三
頁
。

（
10
）　

前
掲
「
五
相
会
議
決
定
の
外
交
方
針
に
関
す
る
件
」
会
議
決
定
の
「
対
支
方
策
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
（
二
七
五
～
六
頁
）。

（
11
）　

永
井
柳
太
郎
「
日
満
経
済
統
制
機
関
設
置
の
提
唱
」（『
日
満
経
済
』
第
三
巻
一
号
、
昭
和
九
年
一
月
）、
七
頁
。

（
12
）　

大
阪
財
界
人
を
集
め
た
会
合
で
永
井
は
、
満
洲
に
お
け
る
軍
事
工
作
が
奏
功
し
た
と
こ
ろ
か
ら
経
済
工
作
を
行
う
が
、
拓
務
省
も
軍

部
と
連
絡
を
取
り
つ
つ
計
画
を
進
め
て
お
り
、
諸
君
の
御
協
力
を
願
ふ
べ
き
事
柄
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
、「
願
く
は
諸
君
の
直
接
間
接

の
御
協
力
に
依
つ
て
滿
蒙
經
濟
建
設
の
目
的
を
遂
行
し
た
い
」
と
述
べ
、
拓
相
と
し
て
満
洲
国
開
発
へ
の
協
力
を
よ
び
か
け
て
い
る
（
前

掲
永
井
「
対
満
蒙
経
済
政
策
に
就
て
」、
一
三
頁
）。

（
13
）　

秦
郁
彦
『
日
中
戦
争
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
三
六
年
九
月
）、
一
三
～
三
六
頁
。

（
14
）　

上
村
伸
一
『
日
本
外
交
史　
第
一
九
巻　
日
華
事
変
（
上
）』（
鹿
島
研
究
出
版
会
、
昭
和
四
六
年
一
月
）、
二
六
六
～
七
頁
。

（
15
）　

中
村
菊
男
『
日
本
政
治
史
読
本
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
和
四
一
年
六
月
）、
一
五
〇
頁
。

（
16
）　

前
掲
上
村
『
日
本
外
交
史　
第
一
九
巻　
日
華
事
変
（
上
）』、
一
一
〇
～
一
四
三
頁
。

（
17
）　

河
野
収
編
『
近
代
日
本
戦
争
史　
第
三
編　
満
州
事
変
・
支
那
事
変
』（
同
台
経
済
懇
話
会
、
平
成
七
年
四
月
）、
二
〇
九
頁
。

（
18
）　

永
井
柳
太
郎
「
国
民
生
活
再
建
期
に
於
け
る
新
聞
の
使
命
と
重
圧
裡
日
本
の
新
国
策
」（『
講
演
』
第
三
〇
八
輯
、
昭
和
一
〇
年
一
一

月
）、
二
一
頁
。
同
論
文
は
、
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
一
四
日
に
行
わ
れ
た
講
演
録
で
あ
る
。
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（
19
）　

永
井
柳
太
郎
「
不
信
任
の
意
志
表
明
」（『
文
藝
春
秋
』
第
一
五
巻
第
六
号
、
昭
和
一
二
年
六
月
）、
一
七
八
頁
。

（
20
）　

永
井
柳
太
郎
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」（『
講
演
の
友
』
第
九
八
号
、
昭
和
一
一
年
二
月
）、
一
九
頁
。

（
21
）　

永
井
柳
太
郎
「
新
社
会
建
設
の
大
理
想
」（『
民
政
』
第
二
七
九
号
、
昭
和
一
二
年
一
月
）、
二
三
頁
。

（
22
）　

永
井
柳
太
郎
「
林
内
閣
の
退
陣
を
要
求
す
る
」（『
民
政
』
第
二
八
三
号
、
昭
和
一
二
年
五
月
）、
一
二
頁
。

（
23
）　

永
井
柳
太
郎
「
世
界
の
混
乱
と
経
済
日
本
の
躍
進　
十
七　
国
民
経
済
の
再
建
設
／
列
強
ブ
ロ
ツ
ク
に
対
峙
（
下
）」（『
読
売
新
聞
』

昭
和
一
一
年
一
月
二
八
日
）。

（
24
）　
「
日
満
支
提
携
」
な
い
し
、「
日
支
提
携
」
の
実
現
は
以
下
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
①
昭
和
九
年
一
二
月
七
日
陸
・
海
・
外
三

省
関
係
課
長
間
決
定
の
「
対
支
政
策
に
関
す
る
件
」
…
…
「
一
、
我
対
支
政
策
は
（
イ
）
支
那
を
し
て
帝
国
を
中
心
と
す
る
日
満
支
三
国

の
提
携
共
助
に
依
り
東
亜
に
於
け
る
平
和
を
確
保
せ
ん
と
す
る
帝
国
の
方
針
に
追
随
せ
し
む
る
」。
②
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
四
日
外
務
、

陸
軍
、
海
軍
三
大
臣
に
よ
る
「
対
支
政
策
に
関
す
る
外
・
陸
・
海
三
相
間
諒
解
」
…
…
「
帝
国
ヲ
中
心
ト
ス
ル
日
滿
支
三
國
ノ
提
携
共
助

ニ
依
リ
東
亞
ノ
安
定
ヲ
確
保
シ
其
ノ
發
展
ヲ
計
ル
ハ
我
對
外
政
策
ノ
根
基
ニ
シ
テ
我
對
支
政
策
ノ
目
的
モ
亦
實
ニ
茲
ニ
存
ス
」。
③
一
九

三
六
年
八
月
七
日
の
五
相
会
議
策
定
「
国
策
の
基
準
」
…
…
「
滿
洲
国
ノ
健
全
ナ
ル
發
達
ト
日
滿
國
防
ノ
安
固
ヲ
期
シ
北
方
蘇
國
ノ
脅
威

ヲ
除
去
ス
ル
ト
共
ニ
英
米
ニ
備
ヘ
日
滿
支
三
國
ノ
緊
密
ナ
ル
提
携
ヲ
具
現
シ
テ
我
カ
經
濟
的
發
展
ヲ
策
ス
ル
ヲ
以
テ
大
陸
ニ
對
ス
ル
政
策

の
基
調
ト
ス
」。
④
一
九
三
六
年
八
月
七
日
、
四
相
会
議
決
定
「
帝
国
外
交
方
針
」
…
…
「
…
…
共
存
共
栄
ヲ
基
調
ト
ス
ル
日
支
提
携
ノ

實
現
ヲ
期
ス
。
北
支
方
面
ニ
於
テ
ハ
日
滿
兩
國
ト
ノ
經
濟
的
、
文
化
的
融
合
提
携
ヲ
策
ス
ル
ト
共
ニ
蘇
聯
ノ
赤
化
進
出
ニ
對
シ
日
満
支
共

同
シ
テ
防
衛
ニ
當
ル
ヘ
キ
特
殊
地
域
タ
ラ
シ
ム
ル
ニ
力
ム
」。
⑤
昭
和
一
二
年
四
月
一
六
日
外
務
、
大
蔵
、
陸
軍
、
海
軍
大
臣
決
定
「
対

支
実
行
策
」
…
…
「
…
…
北
支
に
於
て
は
自
ら
進
む
で
日
満
支
提
携
共
助
に
関
す
る
諸
施
設
の
実
現
に
協
力
せ
し
む
る
様
指
導
す
る
も
の

と
す
」。
⑥
昭
和
一
二
年
四
月
一
六
日
外
務
、
大
蔵
、
陸
軍
、
海
軍
大
臣
決
定
「
北
支
指
導
方
策
」
…
…
「
北
支
指
導
の
主
眼
は
…
…
日

満
支
三
国
提
携
共
助
実
現
の
基
礎
た
ら
し
む
る
に
在
り
」。
以
上
①
、
⑤
、
⑥
は
島
田
俊
彦
・
稲
葉
正
夫
編
『
現
代
史
資
料
（
8
）
日
中

戦
争
』（
み
す
ず
書
房
、
昭
和
三
九
年
七
月
）、
②
、
③
、
④
は
前
掲
外
務
省
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書　
下
巻
』
よ
り
。

（
25
）　

大
杉
一
雄
『
日
中
十
五
年
戦
争
史
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
一
月
）、
一
五
八
頁
。

（
26
）　

例
え
ば
、
国
際
連
盟
に
対
応
し
て
発
足
し
た
民
間
組
織
で
あ
る
日
本
国
際
連
盟
協
会
の
後
継
組
織
で
あ
る
日
本
国
際
協
会
が
発
行
す

る
機
関
誌
『
国
際
知
識
』
に
お
い
て
、
経
済
学
者
猪
谷
善
一
執
筆
の
「
日
満
支
経
済
ブ
ロ
ツ
ク
を
ど
う
す
る
か
」
と
い
う
論
文
が
こ
の
時
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期
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
第
一
五
巻
第
九
号
、
昭
和
一
〇
年
九
月
）。
そ
こ
で
猪
谷
は
「
去
る
五
月
の
北
支
事
變
に
依
つ
て
實
現
さ
れ
た
る

日
滿
支
ブ
ロ
ツ
ク
は
此
日
滿
ブ
ロ
ツ
ク
の
延
長
た
る
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
幸
福
と
を
實
現
す
る
た
め
の
一
歩
前
進
た
ら
し
め

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
論
じ
て
い
る
（
二
八
頁
）。

（
27
）　

前
掲
拙
稿
「
永
井
柳
太
郎
の
日
中
提
携
論
―
第
一
次
大
戦
期
を
中
心
に
―
」
参
照
。

（
28
）　

例
え
ば
広
田
弘
毅
内
閣
時
の
昭
和
一
一
年
八
月
一
一
日
関
係
諸
省
間
決
定
の
「
対
支
実
行
策
」
で
は
「
防
共
軍
事
協
定
の
締
結
」、

「
日
支
軍
事
同
盟
の
締
結
」
等
の
軍
事
的
な
関
係
強
化
を
施
策
の
内
容
と
し
て
い
た
が
、
後
を
う
け
た
林
銑
十
郎
内
閣
が
昭
和
一
一
年
四

月
一
六
日
決
定
し
た
「
対
支
実
行
策
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
軍
事
的
な
同
盟
を
目
指
す
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
か
っ
た
（
前
掲
『
現
代
史

資
料
（
8
）
日
中
戦
争
』、
三
六
六
～
七
、
四
〇
〇
～
一
頁
）
が
、
永
井
は
林
内
閣
時
に
も
日
満
華
の
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
の
主
張
を
展
開
し

て
い
た
。

（
29
）　

永
井
柳
太
郎
「
日
本
を
繞
ぐ
る
国
際
情
勢
と
そ
の
思
想
背
景
（
二
）」（『
教
育
研
究
』
第
四
三
三
号
、
昭
和
一
〇
年
六
月
）、
一
〇
九

頁
。

（
30
）　

永
井
柳
太
郎
「
日
本
な
く
ん
ば
亜
細
亜
な
し
」（『
雄
弁
』
第
二
八
巻
第
一
号
、
昭
和
一
二
年
一
月
）、
二
一
～
二
頁
。

（
31
）　

永
井
は
拓
務
大
臣
と
し
て
、
日
本
が
満
洲
国
と
「
自
給
自
足
の
新
經
濟
組
織
を
建
設
」
す
る
こ
と
は
「
當
然
な
る
生
存
權
の
發
動
で

あ
る
と
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
主
張
し
て
い
た
（
永
井
柳
太
郎
「
東
洋
の
平
和
を
担
ふ
も
の
―
日
満
両
国
民
に
望
む
―
」〈『
植
民
』

第
一
二
巻
第
八
号
、
昭
和
八
年
八
月
〉、
三
～
四
頁
）。

（
32
）　

清
沢
冽
『
日
本
外
交
史　
下
巻
』（
東
洋
経
済
新
報
社
出
版
部
、
昭
和
一
七
年
九
月
）、
五
一
八
頁
。

（
33
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
一
四
頁
。
こ
れ
は
永
井
の
講
演
録
で
あ
る
が
、
こ
の
一
節
の

中
に
は
（
拍
手
）
が
二
回
挿
入
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
聴
衆
に
響
い
た
言
説
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
34
）　

前
掲
永
井
「
国
民
生
活
再
建
期
に
於
け
る
新
聞
の
使
命
と
重
圧
裡
日
本
の
国
策
」、
八
～
九
頁
。

（
35
）　

同
右
、
二
一
～
二
頁
。

（
36
）　

永
井
柳
太
郎
「
新
年
問
答　

一
切
を
超
越
し
て
日
本
の
再
建
設
へ　

多
事
多
難
に
備
へ
よ
」（『
北
國
新
聞
』、
昭
和
一
一
年
一
月
三

日
）。

（
37
）　

永
井
柳
太
郎
「
昭
和
新
日
本
建
設
の
方
途
」（『
旬
刊
講
演
集
』
第
四
六
一
号
、
昭
和
一
二
年
四
月
）、
三
五
～
六
頁
。
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（
38
）　

臼
井
勝
美
『
新
版
日
中
戦
争
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）、
二
三
、
二
六
頁
。

（
39
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
一
〇
～
二
頁
。

（
40
）　

同
右
、
九
頁
。

（
41
）　

同
右
、
一
九
～
二
〇
頁
。

（
42
）　

前
掲
拙
稿
「
永
井
柳
太
郎
の
日
中
提
携
論
―
第
一
次
大
戦
期
を
中
心
に
―
」、
五
〇
～
一
頁
。

（
43
）　

服
部
龍
二
『
広
田
弘
毅
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）、
七
二
～
三
頁
。

（
44
）　

臼
井
勝
美
『
日
中
外
交
史
研
究
―
昭
和
前
期
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
一
〇
年
一
二
月
）、
一
八
八
頁
。

（
45
）　

ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
著
・
大
窪
愿
二
訳
『
吉
田
茂
と
そ
の
時
代　
上
』（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八
一
年
八
月
）、
一
五
八
～
一
六

五
頁
参
照
。

（
46
）　

先
述
し
た
よ
う
に
「
白
人
專
制
」
の
打
破
を
「
眞
の
日
本
の
理
想
」
と
永
井
は
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
昭
和
一
一
年
二
月
実
施
の
第
一

九
回
総
選
挙
を
前
に
開
催
さ
れ
た
立
憲
民
政
党
関
東
大
会
の
講
演
の
中
で
述
べ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
井
は
こ
れ
に
付
言
し
た
講
演
録
に

は
「
其
の
眞
の
日
本
の
理
想
を
提
げ
て
起
つ
政
黨
の
現
は
れ
來
る
事
こ
そ
、
今
日
の
日
本
の
緊
急
事
で
あ
る
と
信
じ
る
者
で
あ
り
ま
す
。

（
拍
手
）
此
の
意
味
に
於
て
内
に
於
て
は
社
會
会
正
義
の
確
立
と
、
外
に
於
て
は
國
際
正
義
の
徹
底
と
を
一
黨
の
精
神
と
し
て
鬪
ひ
つ
ゝ

あ
る
我
が
民
政
黨
こ
そ
は
、
如
何
な
る
政
黨
に
も
勝
れ
て
全
國
民
の
支
持
を
受
く
る
の
資
格
あ
り
と
信
ず
る
者
で
あ
り
ま
す
。（
拍
手
、

「
ひ
や
〳
〵
」
と
叫
ぶ
者
あ
り
）」（
前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
九
～
一
〇
頁
）
と
あ
り
、
白
人

専
制
打
破
＝
民
政
党
の
対
外
政
策
を
幹
事
長
と
し
て
公
然
と
訴
え
た
永
井
の
言
説
を
聴
衆
が
支
持
す
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ

れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
47
）　

前
掲
永
井
「
日
本
を
繞
ぐ
る
国
際
情
勢
と
そ
の
思
想
背
景
（
二
）」、
一
一
二
頁
。

（
48
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
一
九
頁
。

（
49
）　

前
掲
永
井
「
国
民
生
活
再
建
期
に
於
け
る
新
聞
の
使
命
と
重
圧
裡
日
本
の
国
策
」、
二
二
頁
。

（
50
）　

永
井
柳
太
郎
「
東
洋
政
策
即
世
界
政
策
（
下
）」（『
時
事
新
報
』、
昭
和
一
一
年
一
月
十
二
日
）。

（
51
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
二
〇
～
一
頁
。

（
52
）　

前
掲
永
井
「
国
民
生
活
再
建
期
に
於
け
る
新
聞
の
使
命
と
重
圧
裡
日
本
の
国
策
」、
二
二
頁
。
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（
53
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
維
新
の
建
設　

附
、
―
正
し
き
政
党
の
進
路
―
」、
二
一
頁
。

（
54
）　

前
掲
永
井
「
日
本
な
く
ん
ば
亜
細
亜
な
し
」、
一
七
頁
。

（
55
）　

同
右
、
一
七
～
八
頁
。

（
56
）　

同
右
、
一
八
頁
。

（
57
）　

同
右
。

（
58
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
新
日
本
建
設
の
方
途
」、
三
五
～
六
頁
。

（
59
）　

前
掲
永
井
「
国
民
生
活
再
建
期
に
於
け
る
新
聞
の
使
命
と
重
圧
裡
日
本
の
国
策
」、
二
一
頁
。

（
60
）　

永
井
は
、「
張
學
良
政
權
の
暴
政
を
放
任
」
し
て
い
れ
ば
、
到
底
満
洲
に
お
け
る
秩
序
の
維
持
と
富
源
の
開
発
と
は
望
こ
と
は
で
き

ず
、
共
産
革
命
が
起
き
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
し
、
日
本
が
満
洲
の
治
安
維
持
に
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
日
本
の
資
本
投
下

な
ど
に
よ
り
満
洲
の
経
済
開
発
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
世
界
経
済
に
大
き
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
具
体
的
に
事
例
を
ま
じ
え
て
詳
説
（
前
掲

永
井
「
日
本
な
く
ん
ば
亜
細
亜
な
し
」、
一
九
～
二
一
頁
参
照
）
す
る
こ
と
を
頻
繁
に
各
所
で
説
い
て
い
た
。

（
61
）　

前
掲
永
井
「
日
本
な
く
ん
ば
亜
細
亜
な
し
」、
二
〇
頁
。

（
62
）　

前
掲
大
杉
『
日
中
十
五
年
戦
争
史
』、
一
八
七
～
九
頁
。

（
63
）　

前
掲
永
井
「
東
洋
政
策
即
世
界
政
策
（
下
）」。

（
64
）　

永
井
柳
太
郎
「
東
洋
政
策
即
世
界
政
策
（
上
）」（『
時
事
新
報
』、
昭
和
一
一
年
一
月
一
〇
日
）。

（
65
）　

前
掲
永
井
「
新
社
会
建
設
の
大
理
想
」、
二
五
頁
。

（
66
）　

陸
軍
省
新
聞
班
『
国
防
上
よ
り
見
た
る
日
満
支
の
関
係
』（
陸
軍
省
新
聞
班
、
昭
和
一
一
年
一
月
）、
五
〇
頁
。

（
67
）　

前
掲
永
井
「
新
社
会
建
設
の
大
理
想
」、
二
六
頁
。

（
68
）　

前
掲
永
井
「
日
本
な
く
ん
ば
亜
細
亜
な
し
」、
一
七
頁
。

（
69
）　

同
右
、
一
八
頁
。

（
70
）　

前
掲
永
井
「
昭
和
新
日
本
建
設
の
方
途
」、
三
五
頁
。




